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不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

技
術
的
制
限
手
段
の
効
果
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
り
影
像
の
視
聴
等
を
可
能
と
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
等
の
譲
渡
等
に

係
る
措
置

一

不
正
競
争
の
定
義
に
、
技
術
的
制
限
手
段
の
効
果
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
り
影
像
の
視
聴
等
を
可
能
と
す
る
機
能
を
有
す

る
装
置
等
で
あ
っ
て
当
該
機
能
以
外
の
機
能
を
併
せ
て
有
す
る
も
の
を
、
技
術
的
制
限
手
段
の
効
果
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ

り
影
像
の
視
聴
等
を
可
能
と
す
る
用
途
に
供
す
る
た
め
に
譲
渡
す
る
行
為
等
を
追
加
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
関
係
）

二

不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
営
業
上
技
術
的
制
限
手
段
を
用
い
て
い
る
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、
第
二
条

第
一
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
不
正
競
争
を
行
っ
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
百
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
一
条
第
二
項
第
四
号
関
係
）

第
二

刑
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
営
業
秘
密
の
適
切
な
保
護
に
係
る
措
置

一

裁
判
所
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
の
罪
に
係
る
事
件
等
を
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
、
被
害
者
等
か
ら
、
営
業
秘
密
を

構
成
す
る
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
特
定
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
事
項
を
公
開
の
法
廷
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
く
な
い
旨
の
申
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出
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
範
囲
を
定
め
て
、
当
該
事
項
を
公
開
の
法
廷
で
明
ら
か
に
し
な
い
旨
の
決
定
（
以
下
「
秘
匿
決

定
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

二

裁
判
所
は
、
秘
匿
決
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
営
業
秘
密
構
成
情
報
特
定
事
項
（

秘
匿
決
定
に
よ
り
公
開
の
法
廷
で
明
ら
か
に
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
構
成
す
る
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
特

定
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
事
項
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
名
称
そ
の
他
の
表
現
に
代
わ
る
呼
称
そ
の
他
の
表
現
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
第
四
項
関
係
）

三

裁
判
長
は
、
秘
匿
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
訴
訟
関
係
人
の
す
る
尋
問
等
が
営
業
秘
密
構
成
情
報
特
定
事
項
に

わ
た
る
と
き
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
証
明
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
被

告
人
の
防
御
に
実
質
的
な
不
利
益
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
尋
問
等
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
五
条
第
一
項
関
係
）

四

裁
判
所
は
、
秘
匿
決
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
証
人
等
の
尋
問
若
し
く
は
供
述
又
は
被
告
人
に
対
す
る
供
述
を
求
め

る
行
為
若
し
く
は
被
告
人
の
供
述
が
営
業
秘
密
構
成
情
報
特
定
事
項
に
わ
た
り
、
か
つ
、
こ
れ
が
公
開
の
法
廷
で
明
ら
か

に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
営
業
秘
密
に
基
づ
く
被
害
者
等
の
事
業
活
動
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
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れ
を
防
止
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
公
判
期
日
外
に
お
い
て
当
該
尋
問
又
は
被
告
人
の
供
述
を
求
め

る
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
六
条
第
一
項
関
係
）

第
三

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
四

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
関
係
）


